
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

37,462計 40,703 37,991 529 0 0

351 3経常 農業振興事業 需用費 597 351

7,981 3臨時
農林畜産物加工等推進事
業

施設設備改修（6件） 負担金補助
及び交付金

10,000 7,981

859 3臨時 緊急渇水対策事業
揚水ポンプ（6件）
保水タンク（12件）

負担金補助
及び交付金

984 859

100 3経常
農業用廃資材適正処理推
進事業

協議会負担金 負担金補助
及び交付金

100 100

10 3経常 学農連携推進事業
実施校（2校）

需用費 50 10

529 24,952 3臨時
農地・水・環境保全向上活
動支援事業

共同活動（69組織）
営農活動（6組織）

負担金補助
及び交付金

25,509 25,481

175 3経常 安全・安心農業推進事業
①6回、
②（今治市）、③1回 報償費 373 175

3,034 3経常
営農普及サポート支援事
業

協議会（2回）、
普及連絡会（10回） 報酬 3,090 3,034

国・県支出金 市債 その他 一般
臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）

予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳
評価

事
業
概
要

　○営農普及サポート支援事業・・・農協、県及び市行政等関係機関による営農普及指導体制の確立　　　［対象：営農普及相談員1名］

　○安全・安心農業推進事業・・・本市の安全・安心農業を推進するため「豊後大野市安全・安心農業推進協議会」を設置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①協議会の実施、②視察研修の実施、③講演会の開催等　　　　　　　　　　［対象：協議会委員　13名］

　○農地・水・環境保全向上活動支援事業・・・共同活動等を行う活動組織に対し支援を行う　　　［対象：市内65地区］

　○学農連携推進事業・・・市内小・中学校を対象に食農教育を推進　　　［対象：市内小・中学校］

　○農業用廃資材適正処理推進事業・・・農業用廃資材の適正処理を推進するための協議会負担金

　○緊急渇水対策事業・・・小雨渇水による作物被害を最小限に止めるための用具等の購入に対する補助金　　　［対象：販売農家］

　○農林畜産物加工等推進事業・・・地元産農林畜産物を原料とした加工品開発を促進するための補助事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［対象：加工品開発に取り組む団体・グループ］

　○農業振興事業・・・農業振興事業に係る事務経費

部局名 産業経済部

課室名 農業振興課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名

目
的

本市の農業振興を目指し持続的な農業の確立を図るため、営農普及指導体制の整備並びに昨今
の多様な消費者ニーズに応えるための各種事業に取り組む

対
象

農業者・消費者・小中学校

事務事業名称

6 1 5 148 頁 農業振興費 農業振興事業



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業の方向性 評価内容

継続
市独自で統計調査を行う必要がある。
農業振興計画に基づき生産額の向上に努めること

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
成果指標を達成するためには必要な
活動指標である

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 2 農業生産額の向上に努力する

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
事業の推進にあたっては、農業者は
もとより、農協、県及び市が一体と
なった取組が重要

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 2

農業者のみならず、学校教育への支
援を行うとともに市民の安全・安心な
農業に対する啓発活動にも事業展開
する

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
戦略・重点品目の産地化及びブランド
化を早急に推進するための営農指導
の強化が必要

事業費に係る人件費 5,094 5,973 10,073 10,320

うち経常 1,461 239 3,670 5,751

財
源
内
訳

県　　費 10,404 5,951 529 11,045
・農地・水・環境保全向上対策
事業については平成23年度を
持って終了
・その他の事業については、平
成22年度よりスタート。第2次農
業振興計画に掲げた達成目標
に向けた取組として継続する

市　　債

国　　費

対応（改善点等）

そ の 他

一般財源 28,864 29,659 37,462 41,622

理由

本市の農業振興を目指した持続的な農業の確立
100.0

課題
c

市内小中学校
の農業体験学
習の開催（校）

校
－ 校

37,991 52,667
前年並

うち経常経費 1,461 239 3,670 6,313

担い手確保に向けた人づくり、そして産地化・ブランド化を目指したも
のづくりを関係機関連携による新たな推進体制のもと取り組む。（イン
キュベーション事業・戦略重点品目の設定）

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 方向性

39,268 35,610

b
安全安心農
業推進協議
会の開催

回
－ 回 －

％

ｄ

－ 校 2 校

営農普及支援
ネットワーク協
議会の開催

回
－ 回

回 6 回

100.0 ％

100.0 ％

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

年間農業生産額 億円
－ － －

2校 目標

成果指標名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 活動指標名 単位

－ 回 2 回
a

ｃ
市内小中学校の農業体
験学習の開催（校）

ｄ

数値 目標 2回 目標 6回 目標

総合計画／後期基本計画において、基本施策（4-1-1）の目標としているため
数値 120億円

活
動
指
標

指標 a
営農普及支援ネットワー
ク協議会の開催

ｂ
安全安心農業推進協議
会の開催

成
果
指
標

指標名 年間農業生産額 目
標
年
度

H27

指標の設定理由

3

3

2

3

2

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

評価グラフ

事業の

有効性

分析グラフ


